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本事業の目的 

本事業は、スポーツ参画人口の拡大に向けて、Sport in Life コンソーシアム加盟団体が

連携・協働して実施する取組を後押しするとともに、先進事例を形成することにより、全国

各地にスポーツ参画人口の拡大に向けた取組を展開するためのモデルを創出することを目

的に実施したものである。 

 

岩見沢市は、北海道空知管内の中核都市であり、人口は約 8万人である。北海道の中でも

有数の降雪地域であり、冬期間の重要な運動文化としてスキーが盛んに行われていたが、近

年はスキー人口も減少傾向にある、本事業の主たる対象者である子供たち（主に未就学児～

小学校低学年）は、冬期間に運動をする機会が少なく、近年、体力・運動能力の偏りの大き

さ（20mシャトルラン、50m走などの「走る能力」が全国平均を下回る）が指摘されてい

る。これを解消するためには、冬期間に楽しみながら多様な動きを身に付けるためのプログ

ラムの拡充と環境整備が必要である。 

本事業では、積雪寒冷地である岩見沢市内の子供（主に未就学児～小学校低学年）を対象

として、「活動の拠点づくり（商業施設や空き倉庫の活用など）」「ウインタースポーツ教室」

を実施し、楽しみながら多様な動きを身に付けるためのプログラムに触れる機会を増やす

と同時に、保護者用の動画やリーフレットを作成し、保護者を対象とした講習会などを通し

て認知機能の発達を含んだ運動の効果についての認識を深めてもらい、子供たちの運動機

会の向上を図ることを目的とする。 
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１．本事業の実施概要 

（１）本事業のターゲット 

岩見沢市は、北海道の中でも有数の降雪地域で、冬期間の降雪により交通に支障が出るこ

ともあり、身近なところで運動・スポーツに触れることができる環境の整備が求められてい

る。しかしながら、それらを実施するための施設、プログラム、指導者が不足しているため、

本事業の対象者である子供たち（主に未就学児～小学校低学年）は、冬期間に運動をする機

会が少なく、近年、体力・運動能力の偏りの大きさが指摘されている。また、子どもたちが

「楽しみながら」多様な運動を経験するためには、保護者の運動に対する知識を深めること

が必要不可欠となる。そのため、子ども向けの運動教室実施の他、保護者を対象として子供

の運動に対する啓蒙活動を行う必要がある。 

本事業では、積雪寒冷地である岩見沢市内（空知・上川管内の市町村を含む）の子供（主

に未就学児～小学校低学年）をターゲットとして、2つの事業を実施し楽しみながら多様な

動きを身に付けるためのプログラムに触れる機会を増やす。事業①は「活動の拠点づくり

（市内商業施設・空き倉庫の活用など）」であり、事業②はヒールフリーのスキーを活用し

た「ウインタースポーツ教室（ヒーヒトマー）」である。 

また、並行して、作成した動画とリーフレットを活用しながら、上記の子供の保護者をタ

ーゲットとする講習会等を通して、「保護者向けの講習会等を通した子供の運動に対する啓

蒙活動」【事業③】を行い、運動の価値や認知機能の発達を含んだ運動の効果についての認

識を深めてもらい、子供たちの運動機会の向上を図るとともに、一番身近な指導者（保護者）

としての知識を深め、子供と保護者が一緒に運動を楽しむ機会を増やす。 
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（２）ターゲットのスポーツ実施の阻害要因、促進要因（事業実施前の仮説） 

 

【子供（未就学児～小学校低学年）のスポーツ実施を妨げている要因】 

 岩見沢市における令和元年度の体力・運動能力テスト（小学校 5年生）の結果は、図１に

示すとおり、男女ともに 50m走、上体起こし、長座体前屈が全国平均を下回っている。と

りわけ 50m走は、全国平均を多く下回っており、積雪寒冷期間が影響していることが指摘

されている。積雪寒冷地期間前後の体力・運動能力について調査をおこなった神林ら（2013）

は、「積雪寒冷期間による影響で成長に伴う向上が認められない体力・運動能力があること

が明らかとなった」と結論づけ、「積雪寒冷期間後に『変化なし』もしくは『有意な低下を

示した種目は、上体起こし、20mSRおよび 50m走』」であることを指摘している。 

 

図 1 小学校 5 年生の体力・運動能力テスト結果（岩見沢市：令和元年度） 

（出所）岩見沢市教育委員会・岩見沢市立教育研究所（2019）「令和元年度 体力・運動能力、運動習慣等調査結果報告書」 

 

前述したとおり、岩見沢市は有数の降雪地帯であり、冬期間に屋外での活動やスポーツ施

設への移動が制限される状況が頻発する。このような状況は、子どもたちが運動・スポーツ

に触れる機会を減少させる要因の一つであると考えられる。商業施設など身近なスペース

で運動を行う環境はスポーツ実施の促進要因となり、楽しさや達成感につながる用具・環

境・プログラム工夫によって、積雪寒冷地におけるスポーツ実施の阻害要因を減少させる可

能性がある。また、保護者が子どもの運動の効果を理解すること、および住居環境に対応し

た運動プログラムの提供が家庭での子供の運動機会改善を促進すると考えられる。 

 

〈文献〉 

神林 勲，森田憲輝，奥田知靖，他（2013）「北海道の小学生に おける積雪寒冷期間前後の体力・運動能力」

北海道教育大学紀要(教育科学編)64，:137-147．  
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（３）本事業で期待される効果 

【子供（未就学児～小学校低学年）への期待される効果】 

中島ら（2013）は、日本体育協会が発行している「アクティブチャイルドプログラム」を

引用して運動の習慣化を促す子供の動機づけの程度は保護者をはじめとした周囲の「大人

の働きかけ」が重要であると指摘するとともに、大人がつくる「しかけ」によって「自由な

時間に児童が自ら身体を動かそうとする態度」がみられると報告している。 

本事業では、主に未就学児〜小学校低学年の子供を対象としてスポーツ実施意欲の向上を

図るとともに保護者への啓蒙活動を通して、子供がスポーツに触れる機会の拡充を目指す。 

 

【ターゲット①：子供】 

「楽しさ」を体験することによる 

• 運動・スポーツへの意欲の高まりが期待できる。 

• 運動・スポーツに取り組む継続意思の高まりが期待できる。 

【ターゲット②：子供の保護者】 

• 保護者の運動・スポーツの価値に対する理解が深まることで、より積極的に子供に

対してスポーツに触れる場を提供することとなり、子供の運動・スポーツ機会の拡

充が見込める。 

• 保護者が科学的な根拠を理解することにより、子供の運動学習の質が向上し、効果

的な運動実践につながる。 

 

 

図 2 期待される効果 

〈文献〉 

中島寿宏，高瀬淳也，森田憲輝（2013）「積雪寒冷地域における小学校児童の身体活動を促す教師の『しか

け』」，北海道体育学研究，48: 67-73． 
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２．本事業の実施内容 

（１）事業の実施概要 

【事業①活動拠点づくり事業（Nチャレンジ、バルシューレ）】 

積雪寒冷地である岩見沢市内の子供（主に未就学児～小学校低学年）を対象として、「N

チャレンジとバルシューレを活用した活動の拠点づくり」を実施した。 

 

Nチャレンジ： 

Nチャレンジは、子どもの直線のスピードや方向変換を中心としたアジリティ能力を、楽

しく測定する運動プログラムであり、北海道教育大学岩見沢校の教員が開発したプログラ

ムである。10ｍ×6ｍのスペースがあれば実施可能であり、走行コースはミニハードルやス

ラロームが設置され、それをN字型に走るコースになっている（図 3）。小学校 1年生で 12

秒程度、小学 6年生では 8-9秒程度で完走可能であり、走行後すぐに記録紙が配布される。 

タイム計測方法は、光による合図でスタートとなり、そこから 6つの区間タイム（反応時

間、6ｍスプリント、右ターン、ミニハードル、左ターン、スラローム）およびそれらの合

計タイム（総合タイム）の 7つの走行タイムを光電管およびパソコンによって自動計測し、

A~E の 5段階で評価され、コンピュータに保存される。この 7種類のアジリティ関連能力

を専用の記録用紙で即時に運動者にフィードバックできるシステムとなっている。 

本事業においては、この N チャレンジを商業施設の空きスペースで実施し、冬期間の屋

内運動において、商業施設が拠点となりえるか、また運動継続意欲を改善するプログラムと

しての有用性について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 Nチャレンジの概要 

 

光電管センサ 

光電管センサ 

スタート 

ゴール 
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バルシューレ： 

 ドイツ・ハイデルベルク大学のクラウス・ロート教授が開発したバルシューレ（Ballschule） 

は、科学的知識に裏付けられた理論と実践プログラムによる子どもの年代に適したボール

運動プログラムである。バルシューレには 2 つの目標がある。1 つ目は一般的な目標で在

り、すべての子どもに楽しく身体活動を実施してもらうことである。2つ目は、近年のボー

ルゲームの課題に即したもので、子どもボールゲームにおいて適切な導入プログラムを提

供することである。バルシューレには 160 以上の運動プログラムがあり、主に 1 歳半から

小学校年代までの子供を対象に実施されている。 

 本事業においては、このバルシューレを実施し、冬期間の屋内における運動継続意欲を

改善するプログラムとしての有用性について検討した。 

 

【事業②ウインタースポーツ教室（ヒーヒトマー】 

 ヒーヒトマー（Hiihitomaa）は子どもの歩くスキープログラムとして、フィンランドで

広く取り組まれている。本プログラムはスキーにおいて重要となる技術やバランス能力を

養うため、ヒールフリーのスキー板やミニスキーなどを着用し、意図的に設置されたアトラ

クションで自由に遊ぶことにより行われる。「ヒールフリー」のスキーの大きな特徴は、あ

らゆる場所で滑走できる（滑走場所を選ばない）ことと比較的道具が安価であり、平地は歩

いて移動することができ、スキー場にように整地されていない斜面は自分で登り、滑ること

ができる。 また、「ヒールフリー」を使用するヒーヒトマーでは、全てのスキー種目におい

て土台となるバランス能力を養うことできると考えられている。 

本事業においては、このヒーヒトマーを実施し、冬期間の屋外遊びにおける運動継続意欲

を改善するプログラムとしての有用性を検討した。 

 

【事業③「保護者向けの講習会等を通した子供の運動に対する啓蒙活動」】 

 動画とパンフレットを活用して、保護者を対象に運動の価値や認知機能の発達を含んだ

運動継続の意義についての認識を深める取組を展開した。展開方法として保護者に対する

「研修会形式」と動画を視聴し実際に運動してもらう「オンライン動画視聴形式」の 2つの

方法で事業を展開した。 

 

研修会形式： 

 保護者を対象に、子供の運動に関する研修会を実施した。研修会の内容として、北海道教

育大学岩見沢校の研究グループでまとめた CAPS-Child プログラムを利用した。このプロ

グラムは、子どもの「豊かな運動経験」の実現を目指したプログラムであり、ドイツ・ハイ

デルベルク大学のクラウス・ロート教授が開発したボールゲーム指導理論であるバルシュ

ーレ（Ballschule）を中核におき、これをさらに応用したものである。CAPS-Childプログ

ラムでは、将来の子どもの可能性をひらく大切な要素として「CAPS」を掲げ、子どもがス

ポーツの楽しさを実感しながら、将来の運動能力の基礎を形成するだけでなく、健康増進、
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認知的能力、情緒や社会的スキルの発達など全人的な成長を目指すものである（表 1・表 2

参照）。 

 研修会は、約 45分間/回であり、パワーポイントによるプレゼンテーションと専用ホーム

ページで公開した運動プログラム動画を使用して実施した。研修中は参加者からの質問に

随時回答した。研修会の講師は、北海道教育大学岩見沢校の 1名の教員が担当した。 

 

表 1  CAPSの内容 

Creative 物事に対して柔軟に対応することができる「創造的な思考力・判断力」 

Active 運動や様々な事柄に対して「活発で積極的に取り組む態度」 

Play-oriented 自らの意思で夢中になって物事に取り組む「プレー志向性」 

Skillful 運動や様々な事柄に対して「活発で積極的に取り組む態度」 

 

表 2 CAPS-Childプログラムにおける子供の運動に関わる際の留意点 

1．子どもの発達段階に合わせた運動プログラムを提供すること 

2．多様な運動経験によるオールラウンドな運動能力の育成を目指すこと 

3．子どもの理解度や達成度に応じて運動課題を工夫・変化すること 

4．子どもが楽しさを感じながら取り組める運動プログラムであること 

5．まずは「教える」より「自由なプレー」を優先すること 

6．運動・スポーツによる全人的成長を促す環境に配慮すること 

 

オンライン動画視聴形式： 

 一般的な基本的運動スキルとして、走る・飛ぶ・滑るなどの「体を移動させる運動」、回

転する・ぶら下がる・よじ登るなどの「全身制御運動」、手を回す・足を振る・物のバラン

を取るなどの「部分制御運動」、投げる・蹴る・打つ・捕るなどの「ボール運動」の 4領域

が挙げられる。これらは、多様な運動経験の蓄積によって培われるものとされている。本事

業ではこれらの 4 つの領域毎に 4 つ～6 つの家庭でできる運動プログラム事例を作成し、

専用ホームページにて公開し（https://i-campus.hokkyodai.ac.jp/caps-child/）、小学校の冬

休み期間に実施するように案内を行った。また、CAPS-Childパンフレットを作成し、家庭

で運動実施後の感想に関するアンケート用紙を合わせて、岩沢市内の小学校を中心に 4,000

部配布した。  

https://i-campus.hokkyodai.ac.jp/caps-child/
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（２）事業の実施結果 

【事業①活動拠点づくり事業（Nチャレンジ、バルシューレ）】 

Nチャレンジ： 

本事業では、事前の参加申し込み等告知はせず、岩見沢市内の商業施設の空きスペースを

2か所借りてNチャレンジを実施した。実施結果は次のとおりである。 

名称 事業①活動拠点づくり事業（Nチャレンジ） 

開催日時 10月 24日・11月 28日・1月 23日・1月 30日（全４回） 

開催場所 商業施設「であえーる」および「イオン」 

参加者概要 347 人の児童が参加した。このうち 123 人がアンケートに回答した

（表 3参照） 

 

表 3  Nチャレンジ参加後のアンケート回答者の概要（人） 

 

 

 

 

 

バルシューレ： 

 

 

 

 

 

写真 1 Nチャレンジ実施の様子 

 

 

 

学年 人数 男子 女子

未就学 53 27 26

小学1年 18 7 11

小学2年 10 5 5

小学3年 13 9 4

小学4年 12 7 5

小学5年 13 8 5

小学6年 4 1 3

123 64 59
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バルシューレ： 

本事業は、小学校の児童を対象に、 NPO法人バルシューレジャパンが発行する指導者資

格（B級）を持つものによって指導した。実施結果は次のとおりである。 

名称 事業①活動拠点づくり事業（バルシューレ） 

開催日時 1月 15 日・1月 19 日・1月 21 日・1月 22 日（各午前と午後に 1 回

ずつ開催：全 8回） 

開催場所 中央小学校 

参加者概要 426名参加（表 4参照） 

 

表 4 バルシューレ参加後のアンケート回答者概要（人） 

 

 

 

写真 2 バルシューレ実施の様子 

 

 

 

 

 

 

学年 人数 男子 女子 性別未回答

小学1年 122 50 72 0

小学2年 158 88 69 1

小学3年 0 0 0 0

小学4年 61 25 35 1

小学5年 37 17 17 3

小学6年 48 23 24 1

426 203 217 6
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【事業②ウインタースポーツ教室（ヒーヒトマー】 

本事業においては、小学校のグランドにおいて実施した。実施結果は次のとおりである。 

 

 

表 5 ヒーヒトマー参加後のアンケート回答者概要（人） 

 

 

 

  

写真 3 ヒーヒトマー実施の様子 

 

 

 

 

 

 

学年 人数 男子 女子 性別未回答

小学1年 0 0 0 0

小学2年 0 0 0 0

小学3年 0 0 0 0

小学4年 63 22 39 2

小学5年 53 27 24 2

小学6年 48 24 24 0

164 73 87 4

名称 事業②ウインタースポーツ教室（ヒーヒトマー） 

開催日時 1月 9日・15日・19日・21日・22日・25日 

開催場所 岩見沢市立中央小学校・旧上幌小学校跡地上幌会館 

参加者概要 200人の未就学児童および小学校児童が参加し、このうち 164人がア

ンケートに回答した（表 5参照） 
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【事業③「保護者向けの講習会等を通した子供の運動に対する啓蒙活動」】 

 保護者に対する「研修会形式」と動画を視聴し実際に運動してもらう「オンライン動画視

聴形式」にて、保護者の啓蒙活動を実施した。事業の概要は以下のとおりである。 

研修会形式： 

名称 事業③：保護者向けの講習会等を通した子供の運動に対する啓蒙活動

（研修会形式） 

開催日時 1月 9日・22日・25日・27日・28日（対面とオンライン） 全 6回 

開催場所 士別体育協会・南コミュニティセンター・イベントホール赤レンガ 

であえーる「遊びの広場」・Zoomオンライン開催 

参加者概要 47名、このうち 30名の保護者がアンケートに回答 

 

オンライン動画視聴形式： 

名称 事業③：保護者向けの講習会等を通した子供の運動に対する啓蒙活動

（オンライン動画視聴形式） 

開催期間 12月 25日~1月 15日 

開催場所およ

び内容 

冬休み期間に各家庭でホームページに公開された運動プログラム動

画を視聴し、運動を実施後にアンケートに回答する。 

参加者概要 4,000部のパンフレット（動画URL付き）・アンケートを配布し、234

部のアンケートを回収した（表 6参照）。 

 

表 6 家庭での運動プログラム実施後のアンケート回答者の概要（人） 

 

 

 

 

 

 

度数 割合

未就学 18 7%

１年生 72 30%

２年生 41 17%

３年生 27 11%

４年生 36 15%

５年生 24 10%

６年生 25 10%

合計 243 100%
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３．本事業の実施体制 

（１）本事業の実施体制 

 

本事業の実施体制は下記の通りである。 

実証フィールド 岩見沢市 

代表団体 国立大学法人 北海道教育大学岩見沢校* 

構成団体 一般社団法人 SLDI* 

構成団体以外の

参画団体 

 

※ 「*」は Sport in Lifeコンソーシアム加盟団体 

 

（２）本事業の実施スキーム 

本事業における代表団体、構成団体、その他参画団体の役割は下記の通りである。事業は、

代表団体である北海道教育大学岩見沢校がプログラム作成および指導者の育成・派遣を行

い、構成団体である SLDIが有する指導者、経験、ノウハウを活用して実施する。また、効

果検証は、代表団体である北海道教育大学岩見沢校が行う。 

 

 

 

図 3 事業のスキーム 
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４．事業の実施効果（スポーツ実施頻度、実施意欲の改善効果） 

（１）効果検証方法 

事業①および事業②： 

 Nチャレンジ・バルシューレ・ヒーヒトマーに参加した未就学児童および小学校児童に、

本プログラム実施による運動実施意欲に関する質問紙調査を行った。回答は任意とした。質

問紙の内容は、子どもの学年および性別の基本的な属性と、運動プログラム実施後の感想で

構成した。  

Nチャレンジは、「楽しかったか」、「何が楽しかったか」、「何が楽しくなかったか」、「疲

れたか」、「難しかったか」、「またやってみたいか」の質問とした。バルシューレは、「楽し

かったか」、「何が楽しかったか」、「何が楽しくなかったか」、「いっぱい動いたか」、「いろい

ろな運動をしたか」、「疲れたか」、「難しかったか」、「またやってみたいか」を質問した。ヒ

ーヒトマーは、バルシューレと同様の質問項目であった。感想についての質問は、「まった

くそうおもわない」から「とてもそう思う」の 6段階で回答させ、「何が楽しかったか・何

が楽しくなかったか」の項目については自由記述により回答させた。 

 

事業③： 

研修会形式においては、保護者を対象に CAPS-Child プログラムを用いて子供の運動に

関する研修会を実施後した。研修会終了後、子供の年齢、子供の運動習慣、運動プログラム

に対する感想、研修会の感想（研修会で新たに得られた知識や特に大切だと感じた内容）に

ついて、保護者対象に質問紙による調査を行い、子供の運動に対する理解の深まりについて

検討した。 

オンライン動画視聴形式においては、小学校の冬休み期間に、本プロジェクトの専用ホー

ムページ（https://i-campus.hokkyodai.ac.jp/caps-child/program/）に公開した運動プログ

ラム動画を視聴および運動実施したのち、保護者に運動実施意欲に関する質問紙調査調査

を行った。運動プログラムの動画の内容は、4つの運動要素から構成した．具体的には、「体

を移動する運動」として走る・飛ぶ・滑るなどの 4種類）、「全身制御運動」として避ける・

バランス・引くなどの 4種類、部分制御運動として腕を回す・足を振る・物のバランスをと

るなどの 6 種類）、ボール運動として投げる・蹴る・打つなどの 6 種類）の合計 20 種類で

あった。北海道の児童の体力の中でも特に走る能力の低下に鑑み、家庭での運動ではあるが、

一程度の活動量を確保できるような内容として構成した。 

質問紙の内容は、子供の年齢・性別、子供の運動習慣、子供の運動愛好度、運動プログラ

ムの感想で構成した。感想は、「楽しそうにやっていた」、「いっぱい動いていた」、「自ら進

んで動いていた」、「いろいろな運動をしていた」、「息が上がる様子だった」、「難しそうだっ

た」、「もっとやりたがっていた」、「子どもと一緒にできる」、「子どもの定期的な運動に有用

である」、「またやりたい（やらせたい）」であった。すべての質問項目に 4段階で回答させ

た。これに加え、運動プログラムに関する意見を自由記述により任意で記載させた。 

  

https://i-campus.hokkyodai.ac.jp/caps-child/program/
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（２）効果検証の結果 

事業①および事業②： 

事業①は N チャレンジとバルシューレ、事業②はヒーヒトマーを実施した。N チャレン

ジは、事前に告知はせず、商業施設のスペースで実施したものであり、バルシューレとヒー

ヒトマーは特定の小学校のほぼ全児童を対象として実施したものであった。 

表 7 に各運動プログラム実施後の質問紙調査の単純集計の結果を示した。ここでは運動

実施意欲に強くかかわる「楽しかったか」「またやってみたいか」の項目のみ示した。 

 

表 7  チャレンジ・バルシューレ・ヒーヒトマーの実施後アンケート 

 

 

この結果、すべてのプログラムにおいて「楽しかった」は 87％~100%であり、「またやっ

てみたい」は 87%～95％と高い割合を示した。「楽しかった」という感想は、次の運動に対

する動機付けとして作用し、「またやってみたい」という感想は、本プログラムに対する直

接的な子どもの運動実施意欲を示すと考えられることから、本事業で実施した 3 つのプロ

グラムは、子供の運動実施意欲の改善において有用なプログラムになりえることが示唆さ

れた。 

特に、Nチャレンジは、商業施設の空きスペースを借りて実施したものであり、通常の運

動空間とは異なる場所での実施であったが、4回の実施で 347名の参加があり（表 3参照）、

且つ「楽しかった」という感想が高い割合を示したことから、商業施設のスペースでの運動

実施は、北海道における冬期間の重要な運動実施拠点となることが伺えた。 

 

事業③： 

保護者対象の研修会後のアンケートについて、研修会で新たに得られた知識や特に大切

だと感じた内容の自由記述部分について分析を行った。保護者が研修会を受けたことによ

る理解の深まりについて検討するために、研修会後の質問紙調査で得られた自由記述から、

同じ意味内容と解釈できる概念を抽出し、これらをより抽象度の高いカテゴリとしてまと

めた（回答者 30名）。この結果を表 8に示した。 

 

 

 

強くそう思う 82 93 348 375 113 127

そう思う 41 14 43 25 29 19

どちらかと言えばそう思う 0 8 22 15 18 13

どちらかと言えばそう思わない 0 1 6 6 3 2

そう思わない 0 1 2 0 1 0

全くそう思わない 0 6 3 2 0 2

（5%）

（0%）

（12%）

（1%）

（9%）

（1%）

（0%）

（0%）

（8%）

（5%）

（6%）

（1%）

Nチャレンジ（n=123) バルシューレ（n=424) ヒーヒトマー（n=164)

（100%） （87%） （92%） （95%） （87%） （90%）

度数（%）

またやってみたい 楽しかったか またやってみたい楽しかったか またやってみたい

度数（%）

楽しかったか

度数（%） 度数（%） 度数（%）度数（%）
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表 8 保護者研修会後の感想の分類 

 

 

研修会の感想は 5つのカテゴリに分類された。この内容は、「子どもの運動・スポーツの

取り組みや成長段階について考え直す機会になった」、「子どもが運動・スポーツをする際の

親（指導者）の留意点の理解できた」、「子どもの発達を理解し、それに応じた指導方法につ

いて理解できた」、「楽しさを感じながら運動すること、運動は継続していくことが重要であ

ることを理解した」、「今回の研修会で得られた内容は職場の活動等でも活用できる」という

ものであった。本研修会の内容として、CAPS-Child プログラムの説明を行った。CAPS-

Childの要点は表 1・表 2で示したものであった。本分析によって、参加者の新たに得た知

識や大切だと感じた内容のうち特に出現頻度が高かったのは、「子どもの発達」、「指導の際

の留意点についての理解」、「楽しさと運動継続の重要性」であり、これらのカテゴリは研修

会で説明した CAPS-Child の要点と一致していた。したがって、研修会の開催により、子供

の運動についての保護者の理解が深まる可能性があると考えられた。 

また、その他に出現頻度は少なかったが、子供の状況について考え直す機会となったとい

う感想や、講習会の内容は職場の活動にも活用できるという感想も得られたことから、本研

修会は具体的な行動（運動実施）につながる意欲向上に貢献する可能性があると考えられた。 

オンライン動画視聴後の質問紙調査の結果を表 9 に示した。ここでは運動実施意欲に強

く関係すると考えられる「楽しかった」、「子どもと一緒に運動できる」、「またやらせたい」

の項目のみ示した。 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ（出現数） 概念

運動によって運動場面だけでなく学習面や生活面などにも役立つ

子どもの現状を考えることができた

子どもの習いごとの選択に役立つ

子どもに言いすぎないように声のかけ方に気を付ける

うまく運動ができない時に，子どものペースに合わせる

子どもが自分自身で考えて工夫できるような運動環境

子どもの身体や神経の発達について

子どもに応じた指導の方法について

小さいうちからの運動遊びをおこなうこと

親が子どもと一緒に運動することが大切

運動を楽しみなら，スキルアップすることが大切

運動を楽しむことで継続できる

講習会の運動指導の理論は，学校体育・スポーツ少年団の指導に役立つ

講習会の内容は保育現場にも役立てられる

子どもが運動・スポーツをする際の親

（指導者）の留意点（11）

子どもの発達に応じた指導方法（12）

楽しさを感じながら運動継続（11）

講習会の内容を職場等で役立てる（4）

子どもの運動スポーツの取り組みや成長

段階について考え直す（5）
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表 9  運動プログラム実施後の保護者アンケート（n=243) 

 

この結果、家庭で運動を実施している際に子供の様子が「楽しそうだった」は 93％、「子

供と一緒にできる」が 91％、「またやらせたい」が 82％であったことから、本事業で用い

た動画運動プログラムは運動実施意欲の改善に役立てることができると考えられた。 

表 10には、冬期間（冬休み期間）の子供の運動頻度を示した。「ほとんど運動をしていな

い」、「運動しているが定期的ではない」と回答したのは 124名（52％）であった。表 11に

は、この 124 名の児童について家庭の運動実施後の保護者の感想を示した。この結果、普

段定期的に運動していない子供の家庭においても、91%が「楽しかった」、90％が「子供と

一緒に運動できる」、84%が「またやらせたい」と回答しており、本事業で実施したように

身近な家庭で子供と一緒にできる運動プログラムを提供することが、運動実施意欲の改善

につながる可能性が示唆された。 

表 10 冬休み期間の子供の運動頻度 

 

 

表 11 定期的に運動していない子供群の感想（n=124） 

 

そう思う 143 （ 64% ） 128 （ 56% ） 100 （ 44% ）

ややそう思う 65 （ 29% ） 79 （ 35% ） 85 （ 38% ）

あまりそう思わない 10 （ 4% ） 14 （ 6% ） 29 （ 13% ）

そう思わない 6 （ 3% ） 6 （ 3% ） 11 （ 5% ）

無解答 19 16 18

合計 243 （ 100% ） 243 （ 100% ） 243 （ 100% ）

度数（%） 度数（%） 度数（%）

楽しそうだった 子供と一緒にできる またやりたい

度数 割合

ほとんど運動をしていない 52 22%

運動をしているが、定期的ではない。 72 30%

定期的に運動をしている（週1〜2回程度） 55 23%

定期的に運動をしている（週3〜4回程度） 40 17%

定期的に運動をしている（週5回以上） 20 8%

無解答 4

合計 243 100%

そう思う 75 （ 68% ） 65 （ 59% ） 56 （ 51% ）

ややそう思う 26 （ 23% ） 34 （ 31% ） 36 （ 33% ）

あまりそう思わない 6 （ 5% ） 10 （ 9% ） 12 （ 11% ）

そう思わない 4 （ 4% ） 2 （ 2% ） 6 （ 5% ）

無解答 13 13 14

合計 124 （ 100% ） 124 （ 100% ） 124 （ 100% ）

楽しそうだった 子供と一緒にできる またやりたい

度数（%） 度数（%） 度数（%）
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５．スポーツ実施改善の要因の分析（阻害要因や促進要因の仮説検証） 

事業①および事業②： 

積雪寒冷地域におけるスポーツ実施の阻害要因および促進要因に関して先行研究で散見

できるが、より具体的な要因について検討するために、運動プログラム実施後の質問紙にお

ける「何が楽しかったか」の項目について分析した。分析対象としたプログラムは、屋外で

実施したヒーヒトマープログラムと商業施設で実施した Nチャレンジプログラムとした。 

ヒーヒトマー実施後の感想について表 12に示した。質問紙調査で得られた自由記述から、

同じ意味内容と解釈できる概念を抽出し、これらをより抽象度の高いカテゴリとしてまと

めた。この結果、スポーツ実施の促進要因となる「楽しさや達成感」を得るためには、高揚

感が得られる用具・フィールド設定、チャレンジできる課題の工夫、また仲間と一緒に活動

できる集団ゲームの導入が必要と考えられた。用具の準備やフィールド設置などの環境要

因の改善については費用があればすぐにでも取り組める内容であるが、プログラムや課題

の設定の要因は、指導者の指導スキルに強く依存する要因であると考えられるため、プログ

ラムや課題の設定を適切に行える指導者育成が運動実施意欲の促進要因として重要になる

と考えられた。 

 

表 12 ヒーヒトマー教室の楽しかった内容の分類 

 

 

Nチャレンジの実施後アンケートにおいて、「楽しかった内容」について表 13に示し

た。この結果、ハードル（57％）とスラローム（28％）が高い割合を示した。これらの 2

つの運動要素は、日常ではあまり行わない動作であると考えられる。このような動作を取

り入れた運動プログラムは楽しさにつながり、運動実施意欲向上につながる可能性が示唆

された。また、表 14にNチャレンジ実施後の感想について、質問紙項目間の関係性を分

析した結果を示した。この結果、有意な中程度以上の正の関係が見られたのは、「疲れた

か」と「難しかったか」であった。これらのことから難易度・疲労度の適切な設定によっ

て、運動する「楽しさ」を引き出すことになり、スポーツ実施の阻害要因を減少させるこ

とにつながると考えられた。 

 

滑ることが楽しい，バランスをとること，もともと運動が好き 20

うまくできた，最初はできなかったけどできるようになった 8

初めて体験した運動だった 6

初めての使用した用具だった 13

ドキドキ感，転ぶところ 9

楽しめるフィールド設定 21 坂や，雪山から滑り降りること 21

回数の計測や片足でのチャレンジ 15

リレーやゲーム等 27

仲間と一緒にできたこと 8

指導者の励ましや指導 5

楽しかった内容についての概念抽出カテゴリ

プログラムや課題の工夫 42

仲間との活動・指導者の関わり

初めての体験・高揚感

13

28

運動の楽しさ・達成感 28
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表 13 Nチャレンジの何が楽しかったか（人） 

 

 

表 14 質問紙項目間の関係性 

 

 

 

事業③： 

家庭で運動実施後の保護者の感想と子供の運動頻度の関係を検討した結果を表 15に示

した。この結果、家庭での運動に対する保護者の実施意欲は子供自身の運動頻度とは関係

ないものと考えられた。これは、本事業の運動プログラムは、現在の子供の運動頻度によ

らず多くに家庭で運動実施意欲を高める可能性があると考えられた。 

オンライン動画視聴後の質問紙 243件のうち 41件に否定的感想が記載されていことか

ら、これらの感想について分析し、保護者の運動実施意欲に関する阻害要因について検討

した。分析は、質問紙調査で得られた自由記述から、同じ意味内容と解釈できる概念を抽

出し、これらをより抽象度の高いカテゴリとしてまとめた。この結果を表 16に示した。

この結果、部屋が狭いことや、アパート等で周囲の環境への配慮が必要となることなどの

居住環境に関する要因が約 80％であった。積雪寒冷地の北海道では、気候の影響によって

度数 割合

ハードル 68 57%

スラローム 33 28%

タイム返却 5 4%

難しいところ 5 4%

工夫できるところ 2 2%

その他 7 6%

120 100%

学年
楽しかっ
たか

疲れたか 難しかったか
またやってみ

たい

学年 - 0.186* -0.165 -0.226 * 0.198*

楽しかったか - 0.090 0.087 0.253**

疲れたか - 0.466 ** -0.007

難しかったか - -0.120

またやってみたい -

Spearmanの相関係数，**：p<0.01, *： p<0.05
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冬期間の屋外での運動遊びは限定される。また、夏期と比較すると、冬期は交通機関の乱

れや、外出の準備に時間がかかってしまったりすることから、別の場所に移動して運動を

行うことも制限されることがある。これらのことから家庭内でできる運動遊びは、冬期間

の運動実施意欲を改善する重要な方法となると考えられるが、居住環境が保護者の運動実

施意欲を阻害する大きな要因として示された。 

しかしながら、CAPS-Childの研修会に参加した保護者への質問紙調査において、家庭

での運動プログラムに関する感想の自由記述では、「子供のあそびは面倒だが意味がある

と頑張れる」、「家庭でできる範囲のものを選べばよい」、「親が根気強く関わることが大

切」、「親も一緒に楽しんでやることが大切」といった子供の運動実施に関する肯定的な意

見が得られた。これらは、子どもの運動継続において重要な意識であり、研修会によって

子供の運動に対する保護者の理解が深まった結果といえる。したがって、子どもの運動に

関する保護者への啓蒙活動はスポーツ実施の促進要因になる可能性があると推察された。  

 

表 15 子供の運動頻度と家庭運動実施後の保護者の感想の関係 

 

 

 

表 16 家庭の運動プログラムに対する否定的な感想の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しそう
自ら進んで

やっていた

息が上がって

いた

もっとやりた

がっていた

定期的な運動

に有用

またやらせた

い

通学期間中の運動頻度 0.031 0.100 0.120 0.125 -0.023 -0.001

冬休み期間の運動頻度 -0.030 0.055 0.026 0.049 -0.053 -0.108

部屋にスペースにより部分的に実施できないものもあった 15

部屋にスペースがなくできるものが限られた 11

周囲の居住者への配慮のため実施できない 7

兄弟・友達 6 兄弟や同じ体力レベルの友達同士でできる方が良い 6

その他 2 動画見ようと思わない，簡単すぎる 2

居住環境

カテゴリと出現頻度 概念と出現頻度

33

Spearmanの相関係数，**：p<0.01, *： p<0.05
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６．今後の事業展開予定 

（１）事業継続や横展開に向けたポイント、課題 

事業継続に向けたポイントは、子供にとって適切な運動プログラムを提供できる指導者

の育成、作成した動画プログラムとパンフレットを多くの保護者に配布し、保護者啓蒙の講

習会を開催することである。指導者育成および保護者啓蒙の講習会と、育成した指導者によ

る子供対象の運動プログラム実施をパッケージとすることが課題となる。 

この事業継続を横展開（他地域での実施）するためには、総合型地域スポーツクラブ北海

道ネット等のネットワークの構築や、他地域で実施するための財源獲得も課題となる。 

 

（２）次年度以降の事業継続、横展開の計画 

本事業によって得られた知見やノウハウを活用して、地域スポーツクラブ SLDI が中心

となってイベントや運動・スポーツ教室を継続して実施していく。また、総合型地域スポー

ツクラブ北海道ネットを活用して横展開する。具体的には、例年 10月と 1月に開催されて

いる総合型地域スポーツクラブ北海道ネットの研修会等において今回の成果を共有すると

ともに、各クラブが事業を展開している地域において、商業施設を利用した「拠点づくり」

や「ウインタースポーツの活性化事業」を展開していく。総合型地域スポーツクラブは、北

海道に 158クラブ、全国におよそ 3500クラブあり、積雪寒冷地以外でもバルシューレプロ

グラムを中心にプログラムを応用発展させることができることから、楽しみながら多様な

動きを身に付けるためのプログラムとして全国の子供たちに展開することが期待できる。 

また、併せて北海道教育大学岩見沢校の教員が中心となって、リーフレットや HPを活用

した保護者向けの講習会を開催し、保護者の啓蒙活動を進めていく。 

 

（３）今後の事業展開に向けて期待される sport in Lifeプロジェクトにおける取組 

Sport in Life コンソーシアムや中央幹事会には、広報および加盟団体との情報共有等に

よる側方支援を期待している。具体的には、北海道以外の地域で展開されている子供を対象

とした運動プログラムの開発や地域特性を踏まえたプログラム展開のあり方などについて

の情報を共有できる機会の提供を期待している。 
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７．終わりに 

本事業によって得られた成果は次の 4つにまとめられる。それは、1）運動プログラム「バ

ルシューレ」「Nチャレンジ」「ヒーヒトマー」は子供に高い運動実施意欲を与えるプログラ

ムであること、2）商業施設のスペース利用は運動実施拠点になりえること、3）動画を用い

た家庭での運動プログラムの提供は、保護者の子供に対する運動実施意欲を高める可能性

があること、4）保護者研修会を開催することによって保護者の子どもの運動への理解が深

まり、子供に対する運動実施意欲が高まる可能性があることであった。 

今後の検討課題は、事業③において、保護者研修会を実施したが、そもそも子どもの運動

について興味を持っている保護者が多く参加した可能性がある。また、オンライン動画視聴

後の質問紙においても同様のことが当てはまると考えられる。その点が、保護者の運動実施

の阻害要因・促進要因を明らかにしていくうえで課題と考えられた。 

また、実施事業については、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受け、複数のイベ

ントを中止せざるを得ず、また参加者数も当初の予定を大幅に下回った。特に、保護者研修

会については実施が大きく制限されたため、急遽オンライン動画視聴と質問紙調査で対応

した。 
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参考資料 アンケート調査票・分析結果詳細 

ここには，アンケート調査票および本論に記載していない結果を示した。 
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オンライン動画視聴後アンケート：未就学児用（1/2） 
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オンライン動画視聴後アンケート：未就学児用（2/2） 
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オンライン動画視聴後アンケート：小学生用（1/2） 
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オンライン動画視聴後アンケート：小学生用（2/2） 
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保護者研修会後アンケート 
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家庭配布パンフレット・保護者研修会配布資料 
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アンケート集計結果 

【事業➀】 

Nチャレンジ実施後アンケート（子供）： 

 

表 17 Nチャレンジを実施して「疲れたか」の集計 

 

 

表 18 Nチャレンジを実施して「難しかったか」の集計 
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バルシューレ実施後アンケート（子供）： 

表 19 バルシューレを実施して「いっぱい動いたか」の集計 

 

表 20 バルシューレを実施して「いろいろな運動をしたか」の集計 

 

表 21 バルシューレを実施して「疲れたか」の集計 

 

表 21 バルシューレを実施して「難しかったか」の集計 

 

むずかしかったか 人数

強くそう思う 76 18%

そう思う 62 15%

どちらかと言えばそう思う 49 12%

どちらかと言えばそう思わない 50 12%

そう思わない 36 9%

全くそう思わない 142 34%
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表 22 バルシューレ実施における各指紋項目の関係 

 

 

 

【事業②】 

ヒーヒトマー実施後アンケート（子供）： 

 

表 23 ヒーヒトマーを実施して「いっぱい動いたか」の集計 

 

 

表 24 ヒーヒトマーを実施して「いろいろな運動をしたか」の集計 

 

 

 

 

 

楽しかったか
いっぱい動い
たか

いろいろな運
動をしたか

疲れたか
むずかしかっ
たか

またやってみ
たい

楽しかったか
- .375** .457** 0.017 -0.011 .508**

いっぱい動いたか
- .440** 0.080 -0.015 .330**

いろいろな運動を
したか

- 0.096 -0.024 .376**

疲れたか
- .190

** 0.048

むずかしかったか
- -0.068

またやってみたい
-

いっぱい動いたか 人数

強くそう思う 111 68%

そう思う 41 25%

どちらかと言えばそう思う 9 6%

どちらかと言えばそう思わない 2 1%

そう思わない 0 0%

全くそう思わない 0 0%

いろいろな運動をしたか 人数

強くそう思う 81 50%

そう思う 48 30%

どちらかと言えばそう思う 22 14%

どちらかと言えばそう思わない 8 5%

そう思わない 3 2%

全くそう思わない 0 0%

Spearmanの相関係数，**：p<0.01, *： p<0.05
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表 25 ヒーヒトマーを実施して「疲れたか」の集計 

 

 

表 26 ヒーヒトマーを実施して「難しかったか」の集計 

 

 

表 27 ヒーヒトマー実施における各質問項目の関係 

 

 

 

 

 

 

疲れたか 人数

強くそう思う 72 44%

そう思う 42 26%

どちらかと言えばそう思う 21 13%

どちらかと言えばそう思わない 11 7%

そう思わない 9 6%

全くそう思わない 8 5%

むずかしかったか 人数

強くそう思う 49 30%

そう思う 44 27%

どちらかと言えばそう思う 15 9%

どちらかと言えばそう思わない 21 13%

そう思わない 18 11%

全くそう思わない 15 9%

楽しかったか
いっぱい動い

たか
いろいろな運
動をしたか

疲れたか
むずかしかっ

たか
またやってみ

たい

楽しかったか - .513** .496** -0.007 -.269** .719**

いっぱい動いたか - .530
** 0.117 -0.057 .422

**

いろいろな運動を
したか

- 0.006 -.159
*

.363
**

疲れたか - .290
** -0.035

むずかしかったか - -.217**

またやってみたい -

Spearmanの相関係数，**：p<0.01, *： p<0.05
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【事業③】 

オンライン動画視聴： 

 

 

表 28 アンケートに回答した子供の運動愛好度の集計 

 

 

表 29 アンケートに回答した子供の登校機関の運動頻度の集計 

 

 

表 30 オンライン動画プログラム実施における「いっぱい動いていた」の集計 

 

 

 

度数 割合

好き 126 53%

ある程度好き 78 33%

あまり好きでない 32 13%

好きでない 4 2%

無解答 3

合計 243 100%

度数 割合

ほとんど運動をしていない 45 19%

運動をしているが、定期的ではない。 62 26%

定期的に運動をしている（週1〜2回程度） 68 28%

定期的に運動をしている（週3〜4回程度） 44 18%

定期的に運動をしている（週5回以上） 20 8%

無解答 4

合計 243 100%

いっぱい動いていた 度数 割合

そう思う 117 53%

ややそう思う 80 36%

あまりそう思わない 18 8%

そう思わない 6 3%

無解答 22

合計 243 100%
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表 31 オンライン動画プログラム実施における「いろいろな運動をしていた」の集計 

 

 

表 32 オンライン動画プログラム実施における「進んで行っていた」の集計 

 

 

表 33 オンライン動画プログラム実施における「息が上がる様子だった」の集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

色々な運動をしていた 度数 割合

そう思う 84 38%

ややそう思う 100 46%

あまりそう思わない 24 11%

そう思わない 11 5%

無解答 24

合計 243 100%

自らすすんで行っていた 度数 割合

そう思う 93 42%

ややそう思う 79 36%

あまりそう思わない 43 19%

そう思わない 7 3%

無解答 21

合計 243 100%

息が上がる様子だった 度数 割合

そう思う 43 19%

ややそう思う 60 27%

あまりそう思わない 89 40%

そう思わない 30 14%

無解答 21

合計 243 100%
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表 34 オンライン動画プログラム実施における「難しそうだった」の集計 

 

 

表 35 オンライン動画プログラム実施における「もっとやりたがっていた」の集計 

 

 

表 36 オンライン動画プログラム実施における「子どもの運動に有用である」の集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

難しそうだった 度数 割合

そう思う 15 7%

ややそう思う 46 21%

あまりそう思わない 108 49%

そう思わない 53 24%

無解答 21

合計 243 100%

もっとやりたがっていた 度数 割合

そう思う 88 39%

ややそう思う 80 36%

あまりそう思わない 44 20%

そう思わない 11 5%

無解答 20

合計 243 100%

子供の定期的な運動に有用である 度数 割合

そう思う 98 43%

ややそう思う 87 38%

あまりそう思わない 33 15%

そう思わない 9 4%

無解答 16

合計 243 100%
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表 37 ヒーヒトマー実施における各質問項目の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年
運動愛好

度

通学期間
の運動頻

度

冬休みの
運動頻度

楽しそう
いっぱい動
いていた

自ら進ん
でいた

いろいろ
な運動を
していた

息が上が
る様子
だった

難しそう
だった

もっとや
りたがっ
ていた

子どもと
一緒にで
きる

子どおの定期
的な運動に有
用である

またやら
せたい

学年 - .188
** 0.098 0.046 .133

*
.193

** 0.096 0.112 .141
*

.257
**

.203
** 0.106 0.109 .135

*

運動愛好度 - -.354
**

-.321
**

.232
**

.250
**

.341
**

.327
** 0.097 -0.013 .331

** 0.083 .194
**

.144
*

通学期間の運動頻
度

- .743
** -0.036 -0.072 -0.088 -0.106 0.029 0.089 -0.123 -0.067 0.033 0.012

冬休みの運動頻度 - 0.020 -0.046 -0.064 -0.040 0.007 0.073 -0.055 0.034 0.054 0.115

楽しそう - .672
**

.699
**

.616
**

.340
** -0.032 .659

**
.546

**
.497

**
.620

**

いっぱい動いてい
た

- .731
**

.645
**

.381
** -0.019 .605

**
.459

**
.485

**
.530

**

自ら進んでいた - .666
**

.333
** -0.042 .672

**
.520

**
.534

**
.600

**

いろいろな運動を
していた

- .355
** 0.038 .574

**
.525

**
.508

**
.570

**

息が上がる様子
だった

- .328** .324** .239** .302** .348**

難しそうだった - 0.046 -0.065 0.005 0.079

もっとやりたがっ
ていた

- .511** .529** .641**

子どもと一緒にで
きる

- .610** .636**

子どおの定期的な
運動に有用である

- .706**

またやらせたい -

Spearmanの相関係数，**：p<0.01, *： p<0.05


